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下痢

急性

生命の危険あり 血液検査、画像検査含む様々な検査実施

大腸（出血性、小腸）性 自然寛解の可能性あり
糞便検査、経過観察、
対症療法（抗菌薬？）

慢性

大腸性

（出血性）

直腸診/局所異常あり （無麻酔）内視鏡検査、

細胞診

直腸診、エコー検査

異常なし

糞便検査、

食事反応性評価
内視鏡検査

小腸性

局所異常なし
糞便検査

食事反応性評価
内視鏡検査

局所異常あり ＦＮＡ，試験開腹

低ALB/腹水 肝、腎疾患除外 ＰＬＥの鑑別診断へ
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 腸管スピロヘータ

以下の症状は重篤な病気の可能性もあるので、来院をすすめ
たり、精密検査の必要性を検討する

頻回嘔吐、呼吸促拍
脱水が急速に進行 

誤飲や急性膵炎の可能性も
。

元気・食欲の消失
かなりぐったりしている

場合には注意

多量の出血やメレナ
（黒色便）

急性出血性下痢症候群（AHDS）
や消化管潰瘍など、緊急治療が

必要な病気の可能性

緊急性が高いサイン（レッドフラッグ）
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下痢

急性

生命の危険あり 血液検査、画像検査含む様々な検査実施

大腸（出血性、小腸）性 自然寛解の可能性あり
糞便検査、経過観察、
対症療法（抗菌薬？）

慢性

大腸性

（出血性）

直腸診/局所異常あり （無麻酔）内視鏡検査、

細胞診

直腸診、エコー検査

異常なし

糞便検査、

食事反応性評価
内視鏡検査

小腸性

局所異常なし
糞便検査

食事反応性評価
内視鏡検査

局所異常あり ＦＮＡ，試験開腹

低ALB/腹水 肝、腎疾患除外 ＰＬＥの鑑別診断へ
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

ビオイムバスター

（急性下痢、消化酵素も欲しい時、
錠剤が良いとき）

ビオフェルミンR
（キノロン以外の抗菌薬とどう
しても併用したいとき）

SIVOMIXX→SINEOMIXX
（急性下痢を繰り返すとき、慢
性下痢で、腸内環境を変えたい
とき、腸活として持続使用）
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反応
不十分

反応
不十分















43 44

45 46

47 48


